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━━━━━━━━━━━━━━━━━━━ 2019年 12月３日（火）発行 ━━ 

 

メルマガ～開示会計を学ぶ～ Vol.57 

 

━━━━━━━━━━━━ 株式会社スリー・シー・コンサルティング ━━ 

 

１ 会計ニュースダイジェスト（2019年 11月） 

 

２ 会計基準の公表予定等 

 

３ ワンポイント開示会計問題演習「連結損益計算書３」 

 

４ 児玉厚の開示川柳「 孫社長 フリーキャシュフロー 重視する 」 

 

５ 編集後記 

 

 

――――――――――――――――――――――――――――――――――― 

１ 会計ニュースダイジェスト（2019年 11月） 

――――――――――――――――――――――――――――――――――― 

 

１）金融庁、役員報酬等開示の好事例及び政策保有株式の好開示ポイントを 

 公表（11月 29日） 

 

https://www.fsa.go.jp/news/r1/singi/20191129_2.html 

 

（参考） 

 コーポレート・ガバナンスに関する開示の好事例集（東証） 

 https://www.jpx.co.jp/news/1020/20191129-02.html 

 

 

２）東証、上場子会社のガバナンス向上等のため規則改正へ（11月 29日） 

 （意見募集期限：2020年 1月 10日） 

 

https://www.jpx.co.jp/rules-participants/public-comment/detail/d1/20191129-01.html 

 

（参考） 

 「従属上場会社における少数株主保護の在り方等に関する研究会」設置 

 https://www.jpx.co.jp/news/1020/20191129-01.html 

 

 

３）監査役協会、有報の開示及び監査等委員会設置会社に関する調査結果を 

 公表（11月 26日） 

 

（2019年 3月期有価証券報告書の記載について（監査役会等の活動状況）） 

 http://www.kansa.or.jp/news/briefing/post-483.html 

 

（監査等委員会監査の実態と今後の在り方について 

 －重要な業務執行の決定の取締役への委任が監査に与える影響と組織監査に 
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  関する考察を中心に－） 

 http://www.kansa.or.jp/news/briefing/post-484.html 

 

 

４）IFRS財団、会計方針の適用に関するガイドを公表（11月 21日） 

 

https://www.ifrs.org/news-and-events/2019/11/guide-how-to-select-and-apply-accounting-

policies/ 

 

 

５）株懇、株主総会等に関する実態調査結果他を公表（11月 18日） 

 

https://www.kabukon.tokyo/ 

 

 

６）JPX、不祥事予防に向けた取組事例集を公表（11月 7日） 

 

https://www.jpx.co.jp/regulation/listing/preventive-principles/index.html 

 

 

７）金融庁、2020年版 EDINETタクソノミを公表（11月 1日） 

 

https://www.fsa.go.jp/search/20191101.html 

 

 

――――――――――――――――――――――――――――――――――― 

２ 会計基準の公表予定等 

――――――――――――――――――――――――――――――――――― 

 

・先月公表された基準等については上記「会計ニュースダイジェスト」を 

 ご覧ください。 

 

１）IFRS（2020年 3月までの公表予定） 

（無印：確定 ED：公開草案 DP：ディスカッションペーパー 

 RI：情報要請） 

 

（１）リサーチプロジェクト 

 

 ・のれん及び減損：DP 2020年 1-3月予定 

 

（２）基準設定プロジェクト 

 

 ・基本財務諸表：ED 2019 年 12月予定 

 

（３）メンテナンスプロジェクト 

 

 ・中小企業向け IFRSの 2019 年における包括的検証：RI 2020年 1-3月予定 

 ・負債の流動／非流動区分（IAS第 1号改正）：2020年 1月予定 

 ・有形固定資産（意図する使用前の収入）：2020年 1-3月予定 



株式会社スリー・シー・コンサルティング 

無断転載を禁じます 

3 

 

 

 ・ワークプラン 

 https://www.ifrs.org/projects/work-plan/ 

 

 ・IASB Update 

 https://www.ifrs.org/news-and-events/updates/iasb-updates/ 

 

 

２）日本基準 

 

（１）収益認識（表示科目・注記）：2020年 3月予定 

 

（２）「見積りの不確実性の発生要因」及び「関連する会計基準等の定めが 

 明らかでない場合に採用した会計処理の原則及び手続」に関する開示 

 ：2020年 3月予定 

 

（３）金利指標改革関連：公開草案 2020年 2-3月予定 

 

（４）電子記録移転権利・暗号資産：公開草案 2020年 4-5月予定 

 

 ・現在開発中の会計基準に関する今後の計画（更新：2019年 12月 2日） 

 https://www.asb.or.jp/jp/project/plan.html 

 

――――――――――――――――――――――――――――――――――― 

３ ワンポイント開示会計問題演習 

――――――――――――――――――――――――――――――――――― 

 

＊メルマガ読者にのみ公開しています。 

 

――――――――――――――――――――――――――――――――――― 

４ 児玉厚の開示川柳 

――――――――――――――――――――――――――――――――――― 

 

＊児玉厚（株式会社スリー・シー・コンサルティング 代表取締役）による 

 「開示川柳」をお届けしております。 

 

「 孫社長 フリーキャシュフロー 重視する 」 

 

ソフトバンクグループの孫社長が先日、決算発表をした。 

ウイワークなどの投資の評価損により、7000億円の最終赤字になったにも 

かかわらず、「大勢に影響なし」と言い切る度胸は流石だ。 

 

「企業の成長は社長の器量に比例する」と思っているが、 

孫社長を見ているとつくづくそう思う。 

 

ウイワークに関しても、新規開設を一時的にストップするなどの 

立て直しの方針を数字に基づいて明確に説明している。 

 

私が注目したのは孫社長の次の発言だ。 
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「今後も将来の FCFを基準に投資判断する」 

 

＊続きはメルマガ読者にのみ公開しています。 

 

――――――――――――――――――――――――――――――――――― 

５ 編集後記 

――――――――――――――――――――――――――――――――――― 

 

＊メルマガ読者にのみ公開しています。 

 

――――――――――――――――――――――――――――――――――― 
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